技師長最終年総括 by 相澤 幹也
放射線技師人生 41 年間を振り返って  
 
北見赤十字病院 相澤幹也  
 
昭和 53 年 4 月１日 北見赤十字病院に入社し診療放射線技師人生がスタートしました。

























が約 9 万人、ハッカはほとんど栽培していない、北見赤十字病院は病床数が 500 床を超え
る大きな病院であるということが分かりました。  
大した情報もないまま、初めて北見に来ました。昭和 52 年 12 月 28 日だったと記憶し
ています。全く土地勘がないため北見駅からタクシーに乗り病院に行きました。ワンメー











一般撮影室が 2 室、X 線 TV 室が 2 室、核医学検査室（INVIVO、INVITRO）が 1 室の合











臨みます。2 つか 3 つの大会に出るので、連荘もざらにありました。週 5 回、朝から野球
ってこともありました。入社した当時は、すごく弱いチームでした。野球経験者は 1 名、
あとは素人。朝野球チームが 250 チームくらいあり、一番下の E クラスで、勝って 1～2
回戦まででした。その後、朝練習の成果（？）＋補強を行い、順調にクラスを上げて行き






年（昭和 54 年）、CT 装置を導入する話が聞こえてきました。白羽の矢が私に立ち、技師
歴 1 年で CT を担当することになりました。当時、すでに第 3 世代の CT 装置が販売され
ていたと記憶していますが、導入された CT 装置は、Pfizer Medical Systems 社製全身用
CT ACTA 0200FS（島津製作所）でトランスレート・ローテート方式の第 2 世代の装
















間は 7 分程度だったと思いますが、時間をオーバーし座長から注意された記憶があります。 
その後、3～4 年、CT ネタで演題発表させてもらいました。 
 
昭和 56 年 7 月、理学療法科から放射線科部と改称されました。平成 3 年までは機器等
の更新ありましたが特に大きな動きはありませんでした。そんな中、第四期工事（南館新
築）を行うことになり、放射線科部の業務を東館から全て南館に移すことが決まりました。  
そのため昭和 63 年からは積極的に技師を増員しました。昭和 62 年、技師数は 7 名でした
が、平成 4 年 4 月には 14 名となり、5 年間で 2 倍に増えました。  
平成 4 年は、当科にとって大きな変貌を遂げた年となりました。まずひとつは、撮影室
の増加と最新機器の導入です。部屋数は、1 階に一般撮影室、X 線 TV 室、血管撮影室、








年ちょっと時間が経過、すっかり放射線治療のことは忘れていました。平成 4 年 1 月だっ
たと記憶していますが 2 週間程度、北海道大学病院に実習に行き、渡邉良晴氏（現 日本





るため、ヒアリングに科学技術庁（今は原子力規制庁）にも行きました。平成 3 年 6 月頃
だったと思います。申請書類を提出すると担当の方から「日赤さんですね」と言われ、特
にヒアリングもなく、すんなり受け取ってもらい、9 月には無事使用許可がおりました。
今の半分くらいの時間でした。放射線治療は 10 年くらい担当しました。  
二つ目は、10 月 1 日より放射線科医による全日診療が開始されたことです。放射線治療
医 1 名と放射線診断医 2 名が着任され、オホーツク医療圏で本格的な放射線治療、CT・
MRI 画像の画像診断が開始されました。（放射線治療は 6 月から有本先生が出張で来られ
開始していました。）また、それまでは血管撮影は主に外科の先生が行っていましたが、放
射線科医にバトンタッチされ、その後 IVR も行われるようになりました。  





平成 8 年、放射線科医の要望で PACS（富士通）を導入しました。CT、MRI、RI、Angio








放射線業務とは別に平成 16 年～平成 19 年の 4 年間、日本赤十字放射線技師会（現 日












うことを聞き、断念しました。人事交流は平成 20 年から平成 24 年の 4 年間だけ行いまし
た。その後は、月 1 回（土・日曜日）の業務支援を続けています。  
 
 平成 24 年 4 月、技師長を拝命しました。技師は 20 名となっていました。その時の一番
の仕事が平成 26 年秋、新病院新築移転に向けての設計事務所との打ち合わせでした。基
本設計の最初のヒアリングで、「CT 室 3 部屋、MRI 室 2 部屋は欲しい」と要望したところ
「そんな病院は見たことがない」と言われ、自分的にはこのくらいの規模の病院では当た








 同時に PET センターの開設にも関わりました。当初、平成 27 年秋ころ開設予定でした
が、補助金の関係で平成 26 年度末までに建てることになり、平成 23 年 2 月 21 日、吉田
病院長ほか 6 名で帯広にある北斗病院に視察に行きました。開設に向けて第 1 歩を踏み出
しましたが、その後、なんの進捗もなく、本当に平成 26 年 4 月にオープンできるのかと
かなり気を揉んでいました。平成 24 年 8 月だったと記憶していますが突然、建設事務所
から PET センターの打ち合わせをしたいと連絡がありました。見学に行った 6 人を中心
にプロジェクトチームを作り基本設計を行うと思っていましたが、建設事務所の方と私の




年 10 月 29 日付けで正規版を申請し、12 月 20 日許可書が交付されひと一安心しました。
この時もいろいろの方に助けて頂きました。感謝しかありません。  
 
平成 24 年 9 月、他院から持込まれた医用画像の PACS への画像取込み業務を開始。3
年くらい取込み業務を行っていました。  
平成 25 年 9 月、滞っていたフィルムレス化を促進。それまで約 13,000 枚 /月程度でし
たが約 7,000 枚 /月程度に約 4 割減少することできました。しかし、一部の診療科からは強
い反対の声があり完全フィルムレス化の道は険しいと改めて思いました。  
 平成 26 年 4 月、新たに PET 業務が加わりました。日本最北、オホーツク管内で初めて
の施設であるオホーツク PET センターが本館より一足早く開設し、3 ヶ月ほど撮像も行っ
ていました。でも主な仕事は PET 検査の周知と患者集客のため、北大 岡本祥三先生（現 
帯広厚生病院）にご協力を得ながら市民公開講座・院内勉強会・他施設への出張勉強会な
ど企画・立案し実施することでした。やはり人脈は大事ですね！  
 平成 26 年 12 月、最新機器等を整備し本館に移転。移転後の業務管理など忙しい日々が
続きました。技師数は 23 名まで増えました。  








新築移転が終盤に差し掛かり少し余裕が出てきた矢先、平成 26 年 6 月くらいだと記憶
していますが、トップダウンで『第 51 回日本赤十字社医学会総会』を北見で開催する話
がおりてきました。実行委員に任命され、新築移転と医学会総会の二足のわらじ生活が始





ポスター発表 13 題の合計 27 演題がありました。日赤医学会終了も束の間、平成 27 年 11
月 病院が創立 80 年を迎えました。これを記念して創立 80 周年記念誌を発刊することに










平成 28 年～29 年は大きなイベントもなく、平穏無事に過ごさせてもらいました。技師
長になってから専門技師・認定技師養成に力を入れてきました。その甲斐あって年々取得
者が増え、全体のレベルが押し上がってきたと思っています。若い技師に取れとれと言っ















その予防規程変更の研修会で安彦会長から 1 月開催の『第 1 回施設代表者会議』での講
演依頼があり快諾し、無事終了。また昨年 9 月から依頼されていたこの原稿を締切の 2 日
前の 1 月 30 日にやっと完成。何とか穴をあけずに済みました。何事も時間に余裕をもっ
て計画的にやらなければならないと猛省しています。  










 技術進歩も目覚ましいものがありました。40 年前、当院に導入された CT 装置は 20sec









して脱稿とします。41 年間ありがとうございました。  
 
 
 
 
 
 
 
